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	履 歷 書
	
	志願職務
	日本輸出

	
	
	名 前
	정지혜 (ジョン ジ－ヘ)
	
	
	

	
	
	
	(漢子)
	鄭智慧
	
	
	

	
	
	住民登録番号
	8
	8
	0
	1
	2
	2
	-
	2
	0
	0
	9
	3
	1
	1
	
	希望年俸
	2000~2200

	
	
	年齡
	26歲
	性別
	女
	
	
	

	

	現在住所
	(132 - 776) ソウル特別市 道峰區 雙門4洞 199-1

	電話番号
	02 – 997 - 3709
	E-mail

	携帯番号
	010 - 8903 - 3709
	llsoarll@naver.com

	

	學
歷
事
項
	卒業年月
	學校名
	專攻
	卒業有無
	成績

	
	2006年
	2月
	正義女子高等學校
	文科
	(卒業)
	-

	
	2011年
	2月
	白石大學校
	法政大學
	警察學科
	(卒業)
	3.8/4.5

	
	
	
	大學院
	
	
	
	/

	

	經
歷
事
項
	會社名
	勤務期間
	業務內容
	退職理由

	
	株式會社CHM
	2011.02 ~ 2012.09
	SK ウルチロの本社内日本人顧客応対 、
自/他社と外国のVIPとCEOの保安業務
	移職

	

	資

格

証
	資格証
	取得日
	點數

	
	劍道 4段
	2007. 07
	

	
	儒道 1段
	2007. 11
	

	
	MOS Master 2007
	2011. 01
	Master

	
	韓國 第二種普通自動車免許
	2007. 02
	日本の第一種普通自動車免許に相当

	外
國
語
	TOEIC Speaking
	2011. 08
	Level 6

	
	SJPT
	2012. 11
	Level 6

	

	背
	165Cm
	体重
	58kg
	視力
	左 ( 1.0 ) 友 ( 1.0 )
	特異事項
	めがね

	

	家

族

事

項
	關係
	名前
	生年月日
	學歷
	職業
직위
	同居與否

	
	父
	鄭允澈
	1957.08.13
	大學校 卒業
	自營業
	Y

	
	母
	權蕗美
	1962.12.09
	大學校 卒業
	自營業
	Y

	
	第
	鄭聖宰
	1990.01.01
	大學校 在學
	學生
	Y

	
	
	
	
	
	
	

	志願者が記載した上記の内容は事実であることを誓います。
2013 年   1   月  24    日          作成者         鄭智慧     (印)

	


自己紹介
	<娘だと思わないお父さん>

	お父さんは私を娘だと思いませんでした。すなわち、何の事をする時その事を最後まで終わらせなさいという「義務」と「責任感」をいつも教えて下さいました。品物を買う前にはこれが必要な理由、旅行や勉強を始めると思う時にはこの旅行とか勉強をしなければならない必要性、費用、これからの計画などを立てて出さなければなりませんでして。お父さんが計画書を読んだ後、許しを願えれば惜しみない支援をしてくださいました。この過程は結局、私が何の事をしてもその先にまず計画を立てて考えてみる習慣をつけるるようにして、急な性格のせいでたまに間違いをする私に大きい役に立ち、任された仕事を最後まで切り上げる責任感を持つようになりました。これによる私の責任感と真面目なところは業務においても職に中だけでなく、自分啓発で発展されて成長する姿をお見せすることができると思います。

	性格 <實際溫度 36.5℃, 體感溫度 365℃>

	明るく笑う顔は私のトレードマークです。先にあいさつして、また笑う顔にあいさつして他の人を楽に感じるようにします。活発で明るくて初めて会った人ともよく似合うコミュニケーションができるので、お互いに違う人々が集まって一つのプロジェクトを完成して行くにあって雰囲気を柔らかさせて各個人の能率を最高に発揮するように助けることができます。会社内の人間関係は表面的な関係になりやすいですが、助けが必要なら助けたいという本気が強いのでもうちょっと緊密に付き合おうと努力します。口より耳をもっと使います。他の人を聞かせることがただよく聞くこと(Listening)ではなく共感してくれること(Sympathy)ということを私がよく分かると思います。こんな面は貴社に入社した後にもチームワークを堅くしてチーム員各個人が最大の能率を発揮するように役に立てられると思います。

	日本語 <他の人がしないことをしよう。>

	他の人がしないことをしよう。私が幼い頃からいつも腹中に残している言葉です。他の人々より目立つ角になるという意味より、少し違うように生きて行くという自分が念を押すことです。皆がしている英語は他の人と同じだと思ったし、日本と日本の映画が好きで日本語と接する機会が多かったのでもっと興味を持ちやすかったです。好きで始めた勉強だったのでたぶん今までの私の人生の中で一番一生懸命勉強した時ではなかったと思います。多くの授業を受けて多様な人々と文化を接する経験は私をもっと成長させてくれたし、多くの先生たちとの付き合いは上司を対する愼重な態度と穏やかに話しをする姿勢を作ることに大きい役に立ちました。スタディグループを通じてリーダーシップを育てるきっかけを持つことができ、これはチームワークを持った釣り合いの取れた人になれる良い経験になりました。

	珍しい專攻 <もう一度、飛びたいです。>

	多くの方々がどうして専攻の警察にならなかったんですかとお聞きにします。私はいつも日本語を使う会社て働きたかったです。幼い時から積極的で他の友達を導く方だった私は他人を守ってくれる警察という仕事に魅力を感じるようになって、夢が成長しながら具体化されて専攻も警察で決まりました。日本語を諦められなかった私は外事係に支援しようと思ったんですが、実は日本語を使う場合が珍しい現実にがっかりするようになりました。自信がしたい事が一番得意ことだと思って日本語で新しく夢を始め、自分の夢と初めてぶつかった現実という壁の間で悩んだこの時は私が一段階もっと発展された私の人生の大きいターニングポイントになりました。
<Canon>

そのように夢を向かって進んで行く時、Canonが見つけました。私が初めてカメラが分かるようになった時は中学生の頃でした。ご両親二人とも学生時代に写真部だったので写真とカメラに関心が高かったおかげで、私は同じ年より早くデジタルカメラを持たれました。だんだん成長しながら自然に写真に魅力を感じて当然カメラにも関心を持つようになりました。そしていつも私のそばにいたカメラについてももうちょっと分かって行きながら写真を見て思い出すことにどんな不便さがなかったことは私の実力ではなく立派なパートナーおかげだったということを悟りなりました。フィルムカメラを使ってBlogをしている今も私の肩にはいつもカメラがもう一つあります。今の現代社会でカメラは単純な写真を撮影する道具ではなく、毎瞬間を一緒にする友達と同時に一番心強い助力者の役に立ちます。一番重要な瞬間に一緒にいるパートナーとして不足さがないことをよく分かっているので誰より自信を持ってCanonをお勧められます。


	<親指みたいな志願者>


いつも日本語を使いながら働くことが夢でした。それで日本語が使えながら少しでももっと私の長所をいかすことができる会社を捜してみるようになりました。私が日本語を言言して人と人、会社と会社、国家と国家を受け継ぐ「橋」のような人になったらそれ以上のやりがいと幸せはないと思います。

	親指みたいな人になりたいです。拳を握った時、親指が違う指をかばうように変化を包容して相手を抱えるし、親指を入れて拳を握った時、他の指が親指をかばうように私が足りないことに助けられことができるし、親指が違う指と全部触れ合うように助けが必要な時、お互いに同等な関係で相互協力するし、私がいる所が最高という自負心を持ってこの分野の最高になります。


